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ダイワ・インドネシア・
ルピア債オープン
（年1回決算型）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／債券
信託期間 約15年 1 カ月間（2013年 9 月 5 日～2028年10月17日）

運用方針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保
をめざして運用を行ないます。

主要投資
対 象

ベビーファンド ダイワ・インドネシア・ルピア
債マザーファンドの受益証券

ダイワ・インドネ
シ ア・ ル ピ ア 債
マ ザ ー フ ァ ン ド

インドネシア・ルピア建債券

組入制限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、
配当等収益の中から基準価額の水準等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、配当等
収益が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げます。
当ファンドは、インドネシア・ルピア建債券に投資

し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめ
ざしております。当作成期につきましてもそれに沿っ
た運用を行ないました。ここに、運用状況をご報告申
し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申
し上げます。

運用報告書（全体版）
第 5 期

（決算日 2018年10月17日）
（作成対象期間　2017年10月18日～2018年10月17日）



ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）

決　　算　　期
基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ

インドネシア（円換算） 公 社 債
組入比率

純資産
総　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ 百万円

1 期末（2014年10月17日） 10, 455 0 4. 6 10, 830 8. 3 87. 1 21 
2 期末（2015年10月19日） 10, 949 0 4. 7 11, 829 9. 2 94. 2 26 
3 期末（2016年10月17日） 11, 540 0 5. 4 12, 725 7. 6 96. 1 29 
4 期末（2017年10月17日） 12, 921 0 12. 0 14, 657 15. 2 96. 2 43 
5 期末（2018年10月17日） 10, 600 0 △� 18. 0 12, 281 △� 16. 2 95. 8 26 

（注 1 ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2 ）�ＪＰモルガン　ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（円換算）は、ＪＰモルガン　ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（インドネシア・ルピアベース）

をもとに円換算し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信託が計算したものです。ＪＰモルガン　ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（イ
ンドネシア・ルピアベース）は、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するも
のではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布する
ことは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 3 ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4 ）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5 ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6 ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

設定以来の運用実績
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）
ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型） ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

■基準価額・騰落率
期　首：12, 921円
期　末：10, 600円（分配金 0円）
騰落率：△18. 0％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
インドネシア・ルピア建ての債券に投資した結果、債券の利息収入はプラス要因でしたが、イン
ドネシア・ルピアが対円で下落したことや債券の金利が上昇（価格は下落）したことがマイナス要
因となり、基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

流　用

＊�分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊�分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドもあ
ります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（円）
14, 000

13, 000

12, 000

11, 000

10, 000

9, 000

（百万円）
100

80

60

40

20

0
期　首

（2017. 10. 17）
期　末

（2018. 10. 17）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

1

5610dam_交付_.indb   1 2018/11/22   17:33:25

2



ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）

年　　月　　日
基　　準　　価　　額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ

インドネシア（円換算） 公 社 債
組入比率

騰　落　率 （参考指数） 騰　落　率
円 ％ ％ ％

（期首）2017年10月17日 12, 921 ― 14, 657 ― 96. 2
10月末 12, 732 △� 1. 5 14, 465 △� 1. 3 95. 8
11月末 12, 815 △� 0. 8 14, 674 0. 1 95. 8
12月末 13, 088 1. 3 15, 091 3. 0 97. 3

2018年 1 月末 12, 833 △� 0. 7 14, 651 △� 0. 0 97. 0
2 月末 12, 388 △� 4. 1 14, 171 △� 3. 3 96. 9
3 月末 12, 211 △� 5. 5 14, 064 △� 4. 0 96. 4
4 月末 12, 219 △� 5. 4 13, 998 △� 4. 5 96. 4
5 月末 11, 769 △� 8. 9 13, 669 △� 6. 7 96. 2
6 月末 11, 282 △� 12. 7 12, 992 △� 11. 4 96. 5
7 月末 11, 418 △� 11. 6 13, 240 △� 9. 7 95. 8
8 月末 11, 243 △� 13. 0 13, 063 △� 10. 9 95. 5
9 月末 11, 099 △� 14. 1 12, 971 △� 11. 5 96. 6

（期末）2018年10月17日 10, 600 △� 18. 0 12, 281 △� 16. 2 95. 8
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）
ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型） ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

■インドネシア債券市況
インドネシア債券は金利が上昇しました。
当作成期首から2018年 1 月まで、インドネシア中央銀行による金融緩和観測や政府の格上げを受
けて金利は低下しました。 2月以降は、米国金利の上昇などを背景に世界的に株価が急落したこと
や、米国が保護主義的な政策を相次いで打ち出したことから、市場のリスク選好姿勢が後退し、金
利低下幅は縮小しました。その後は、インフレは低位にとどまったものの、原油高や内需の強さが
経常収支を悪化させたことや、米国での堅調な景気を背景とした利上げ、米中の貿易摩擦等を背景
に新興国からの資金流出懸念が高まり、インドネシア・ルピアは対米ドルで通貨安の圧力にさらさ
れました。これに対抗するために、インドネシア中央銀行は 5月より合計 5回もの利上げを実施し
たため、金利は上昇しました。
■為替相場
インドネシア・ルピアは、対米ドルおよび対円で下落しました。
当作成期首より、2017年12月に政府が格上げされたことや2018年 1 月の米ドル安を受けて、ルピ
アは対米ドルで上昇傾向で推移しました。 2月以降、米国金利の上昇などを背景に世界的に株価が
急落したことや、米国が保護主義的な政策を相次いで打ち出したことから市場のリスク回避的な姿
勢が強まり、ルピアは対米ドルおよび対円で下落しました。その後は、インフレは低位にとどまっ
たものの、原油高や内需の強さが経常収支を悪化させたことや、米国での堅調な景気を背景とした
利上げ、米中の貿易摩擦等を背景に新興国からの資金流出懸念が高まり、ルピアは対米ドルで通貨
安の圧力にさらされました。これに対抗するために、インドネシア中央銀行は 5月より 5回もの利
上げやルピア買い介入などを実施しましたが、ルピアの対円での下落は継続しました。

投資環境について （2017. 10. 18 ～ 2018. 10. 17）

流　用
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）
ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型） ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

■当ファンド
「ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド」の受益証券を通じて、インドネシア・ルピ
ア建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざしました。
■ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

インドネシア・ルピア建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざしま
した。債券ポートフォリオ全体では、インドネシア国債の組み入れを高位に保ちました。また、国
際機関債の組み入れも行ないました。

ポートフォリオについて （2017. 10. 18 ～ 2018. 10. 17）

流　用

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド」の受益証券を通じて、インドネシア・ルピ
ア建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざします。
■ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発行する債券に投資します。金利
水準や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。金利リスク、
種別構成を柔軟に調整しつつ、投資妙味の高いインドネシア・ルピア建債券をポートフォリオに組
み入れます。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）
ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型） ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。参考指数はインドネシア
債券市場の動向を表す代表的な指数として掲載しております。

（％）
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-10. 0

-15. 0

-20. 0
当　期

（2017. 10. 17～2018. 10. 17）

基準価額
ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　
インドネシア（円換算）

ベンチマークとの差異について

当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、分配を行ないませんでした。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2017年10月18日
～2018年10月17日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―��

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 909�
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について

流　用
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）
ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型） ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

流　用

■当ファンド
「ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド」の受益証券を通じて、インドネシア・ルピ
ア建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざします。
■ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発行する債券に投資します。金利
水準や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。金利リスク、
種別構成を柔軟に調整しつつ、投資妙味の高いインドネシア・ルピア建債券をポートフォリオに組
み入れます。

今後の運用方針
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）
ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型） ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2017. 10. 18～2018. 10. 17） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 176円 1. 454％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は12, 103円です。

（投 信 会 社） （79） （0. 652） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （92） （0. 759） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （5） （0. 043） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 39 0. 325 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （11） （0. 093） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用） （1） （0. 008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （27） （0. 224） インドネシア国債のキャピタルゲイン課税、信託事務の処理等に関する
その他の費用

合　　　　 計 215 1. 778
（注 1）�当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）�各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）�組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

流　用
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）

■投資信託財産の構成
2018年10月17日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・インドネシア・ルピア債
マザーファンド 26, 441 98. 7 

コール・ローン等、その他 352 1. 3 
投資信託財産総額 26, 794 100. 0 

（注 1 ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2 ）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、10月17日における邦貨換算レートは、 1 アメリカ・ドル＝
112. 41円、100インドネシア・ルピア＝0. 74円です。

（注 3 ）�ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンドにおいて、当期末におけ
る外貨建純資産（1, 576, 990千円）の投資信託財産総額（1, 585, 875千円）
に対する比率は、99. 4% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2018年10月17日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 26, 794, 115円

コール・ローン等 352, 864  
ダイワ・インドネシア・ルピア債
マザーファンド（評価額） 26, 441, 251  

（Ｂ）負債 224, 901  
未払信託報酬 223, 753  
その他未払費用 1, 148  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 26, 569, 214  
元本 25, 065, 864  
次期繰越損益金 1, 503, 350  

（Ｄ）受益権総口数 25, 065, 864口
１ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 600円

＊�期首における元本額は33, 707, 376円、当作成期間中における追加設定元本額は
6, 518, 068円、同解約元本額は15, 159, 580円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 600円です。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2017年10月18日から2018年10月17日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

ダイワ・インド
ネシア・ルピア債
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

4, 910 7, 259 12, 364 18, 654 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・インドネシア・
ルピア債マザーファンド 28, 002 20, 548 26, 441 

（注）単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期  自 2017年10月18日  至 2018年10月17日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）有価証券売買損益 △� 4, 928, 717円

売買益 1, 044, 074
売買損 △� 5, 972, 791

（Ｂ）信託報酬等 △� 513, 202
（Ｃ）当期損益金（Ａ＋Ｂ） △� 5, 441, 919
（Ｄ）前期繰越損益金 2, 914, 825
（Ｅ）追加信託差損益金 4, 030, 444

（配当等相当額） （� 1, 870, 864）
（売買損益相当額） （� 2, 159, 580）

（Ｆ）合計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ） 1, 503, 350
次期繰越損益金（Ｆ） 1, 503, 350
追加信託差損益金 4, 030, 444

（配当等相当額） （� 1, 870, 864）
（売買損益相当額） （� 2, 159, 580）
分配準備積立金 2, 914, 828
繰越損益金 △� 5, 441, 922

（注 1 ）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2 ）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3 ）�収益分配金の計算過程は10ページの「収益分配金の計算過程（総額）」の
表をご参照ください。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 1, 870, 864　
（ｄ）分配準備積立金 2, 914, 828　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 4, 785, 692　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 4, 785, 692　
（ｈ）受益権総口数 25, 065, 864口

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象で
す。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
h t t p : / /www .da iwa－am . co . j p /

ダイワ ･ インドネシア ･ ルピア債マザーファンド
運用報告書　第 8 期　（決算日　2018年10月17日）

（作成対象期間　2017年10月18日～2018年10月17日）

ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 インドネシア・ルピア建債券
株式組入制限 純資産総額の10％以下
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ダイワ ･インドネシア ･ルピア債マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：15, 483円　期末：12, 868円　騰落率：△16. 9％
【基準価額の主な変動要因】

インドネシア・ルピア建ての債券に投資した結果、債券の利息収入
はプラス要因でしたが、インドネシア・ルピアが対円で下落したこと
や債券の金利が上昇（価格は下落）したことがマイナス要因となり、
基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照
ください。

◆投資環境について
○インドネシア債券市況

インドネシア債券は金利が上昇しました。
当作成期首から2018年 １ 月まで、インドネシア中央銀行による金

融緩和観測や政府の格上げを受けて金利は低下しました。 ２ 月以降
は、米国金利の上昇などを背景に世界的に株価が急落したことや、
米国が保護主義的な政策を相次いで打ち出したことから、市場のリ
スク選好姿勢が後退し、金利低下幅は縮小しました。その後は、イ
ンフレは低位にとどまったものの、原油高や内需の強さが経常収支
を悪化させたことや、米国での堅調な景気を背景とした利上げ、米
中の貿易摩擦等を背景に新興国からの資金流出懸念が高まり、イン
ドネシア・ルピアは対米ドルで通貨安の圧力にさらされました。こ
れに対抗するために、インドネシア中央銀行は 5 月より合計 5 回も
の利上げを実施したため、金利は上昇しました。

○為替相場
インドネシア・ルピアは、対米ドルおよび対円で下落しました。

当作成期首より、2017年12月に政府が格上げされたことや2018年
1 月の米ドル安を受けてルピアは対米ドルで上昇傾向で推移しまし
た。 2 月以降、米国金利の上昇などを背景に世界的に株価が急落し
たことや、米国が保護主義的な政策を相次いで打ち出したことから
市場のリスク回避的な姿勢が強まり、ルピアは対米ドルおよび対円
で下落しました。その後は、インフレは低位にとどまったものの、
原油高や内需の強さが経常収支を悪化させたことや、米国での堅調
な景気を背景とした利上げ、米中の貿易摩擦等を背景に新興国から
の資金流出懸念が高まり、ルピアは対米ドルで通貨安の圧力にさら
されました。これに対抗するために、インドネシア中央銀行は 5 月
より合計 5 回もの利上げやルピア買い介入などを実施しましたが、
ルピアの対円での下落は継続しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発行

する債券に投資します。金利水準や物価の動向、経済情勢や市場環境
等を勘案し、ポートフォリオを構築します。金利リスク、種別構成を
柔軟に調整しつつ、投資妙味の高いインドネシア・ルピア建債券を
ポートフォリオに組み入れます。

◆ポートフォリオについて
インドネシア・ルピア建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安

定した収益の確保をめざしました。債券ポートフォリオ全体では、イ
ンドネシア国債の組み入れを高位に保ちました。また、国際機関債の
組み入れも行ないました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け

ておりません。
当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、｢当作成

期中の基準価額と市況等の推移｣ をご参照ください。参考指数はイン
ドネシア債券市場の動向を表す代表的な指数として掲載しておりま
す。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

年 　月 　日 基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ 
イ ン ド ネ シ ア（ 円 換 算 ）公 社 債

組入比率騰落率 （参考指数） 騰落率
円 ％ ％ ％

（期首）2017年10月17日 15, 483 ― 15, 978 ― 96. 6
10月末 15, 263 △� 1. 4 15, 769 △� 1. 3 96. 2
11月末 15, 383 △� 0. 6 15, 997 0. 1 96. 2
12月末 15, 731 1. 6 16, 451 3. 0 97. 8

2018年 1 月末 15, 443 △� 0. 3 15, 971 △� 0. 0 97. 4
2 月末 14, 922 △� 3. 6 15, 449 △� 3. 3 97. 3
3 月末 14, 726 △� 4. 9 15, 332 △� 4. 0 96. 8
4 月末 14, 754 △� 4. 7 15, 260 △� 4. 5 96. 9
5 月末 14, 227 △� 8. 1 14, 902 △� 6. 7 96. 6
6 月末 13, 645 △�11. 9 14, 164 △�11. 4 97. 0
7 月末 13, 829 △�10. 7 14, 434 △� 9. 7 96. 2
8 月末 13, 632 △�12. 0 14, 241 △�10. 9 96. 0
9 月末 13, 471 △�13. 0 14, 141 △�11. 5 97. 0

（期末）2018年10月17日 12, 868 △�16. 9 13, 388 △�16. 2 96. 2
（注 1 ）�騰落率は期首比。
（注 2 ）�ＪＰモルガン　ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（円換算）は、ＪＰモルガン　

ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（インドネシア・ルピアベース）をもとに円
換算し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信託が計算したもので
す。ＪＰモルガン　ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（インドネシア・ルピア
ベース）は、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  
Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は
許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認な
し に 本 指 数 を 複 製・ 使 用・ 頒 布 す る こ と は 認 め ら れ て い ま せ ん。
Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 3 ）�海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用
しています。

（注 4 ）�指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。
上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注 5 ）�公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除
きます。

（円）
18, 000

16, 000

14, 000

12, 000

10, 000
期　首

（2017. 10. 17）
期　末

（2018. 10. 17）

基準価額
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ダイワ ･インドネシア ･ルピア債マザーファンド

買 付 額 売 付 額

外
　
国

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア

インドネシア
国債証券 2, 856, 000 59, 201, 450 

（� ―） 

特殊債券 20, 182, 150 44, 498, 200 
（� 12, 350, 000） 

（注 1 ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2 ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3 ）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
公 社 債

（2017年10月18日から2018年10月17日まで）

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2017年10月18日から2018年10月17日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
EUROPEAN INVESTMENT BANK（国際機関） 6. 95% 2020/2/6 115, 596 Indonesia Treasury Bond（インドネシア） 6. 625% 2033/5/15 207, 408 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） 6. 38% 2019/3/27 29, 497 Indonesia Treasury Bond（インドネシア） 6. 375% 2042/4/15 103, 697 
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） 8. 75% 2044/2/15 22, 562 INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK（国際機関） 6. 25% 2021/6/15 96, 446 
EUROPEAN INVESTMENT BANK（国際機関） 7. 2% 2019/7/9 11, 551 Indonesia Treasury Bond（インドネシア） 8. 375% 2034/3/15 95, 079 

INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK（国際機関） 4. 16% 2018/5/24 93, 699 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK（国際機関） 5. 81% 2018/9/11 68, 519 
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） 8. 75% 2031/5/15 61, 256 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） 7. 375% 2019/4/15 56, 022 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） 9. 25% 2020/12/2 14, 726 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） 6. 38% 2019/3/27 14, 311 

（注 1 ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2 ）単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 45  

（保管費用） （� 14） 
（その他） （� 31） 

合 計 45  
（注 1 ）�費用の項目および算出法については前掲の「 1 万口当りの費用の明細」の

項目の概要をご参照ください。
（注 2 ）�項目ごとに円未満を四捨五入しております。

《今後の運用方針》
インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発行す

る債券に投資します。金利水準や物価の動向、経済情勢や市場環境等を
勘案し、ポートフォリオを構築します。金利リスク、種別構成を柔軟に
調整しつつ、投資妙味の高いインドネシア・ルピア建債券をポートフォ
リオに組み入れます。
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ダイワ ･インドネシア ･ルピア債マザーファンド

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円

インドネシア Indonesia Treasury Bond 国債証券 6. 3750 47, 000, 000 34, 891, 390 258, 196 2042/04/15 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 6. 6250 14, 500, 000 11, 764, 285 87, 055 2033/05/15 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 8. 3750 55, 000, 000 51, 737, 400 382, 856 2034/03/15 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 8. 7500 25, 500, 000 24, 508, 050 181, 359 2044/02/15 
EUROPEAN INVESTMENT BANK 特殊債券 7. 2000 11, 500, 000 11, 373, 500 84, 163 2019/07/09 
EUROPEAN INVESTMENT BANK 特殊債券 6. 9500 15, 000, 000 14, 610, 000 108, 114 2020/02/06 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 9. 2500 38, 000, 000 38, 079, 800 281, 790 2020/12/02 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 6. 3800 2, 000, 000 1, 957, 220 14, 483 2019/03/27 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 7. 3750 3, 000, 000 2, 951, 010 21, 837 2019/04/15 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK 特殊債券 9. 5000 5, 000, 000 4, 982, 000 36, 866 2019/04/15 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK 特殊債券 6. 2500 10, 000, 000 9, 356, 800 69, 240 2021/06/15 

合　計
銘柄数 11銘柄 
金　額 226, 500, 000 206, 211, 455 1, 525, 964 

（注 1 ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2 ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2018年10月17日現在

項　　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　　率

千円 ％
公社債 1, 525, 964 96. 2 
コール・ローン等、その他 59, 910 3. 8 
投資信託財産総額 1, 585, 875 100. 0 

（注 1 ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2 ）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、10月17日における邦貨換算レートは、 1 アメリカ・ドル＝
112. 41円、100インドネシア・ルピア＝0. 74円です。

（注 3 ）�当期末における外貨建純資産（1, 576, 990千円）の投資信託財産総額
（1, 585, 875千円）に対する比率は、99. 4% です。

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作 成 期 当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 額　面　金　額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5 年以上 2 年以上 2 年未満

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円 ％ ％ ％ ％ ％
インドネシア 226, 500, 000 206, 211, 455 1, 525, 964 96. 2 ― 57. 3 22. 1 16. 7 

（注 1 ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2 ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3 ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 4 ）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。
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ダイワ ･インドネシア ･ルピア債マザーファンド

■損益の状況
当期  自 2017年10月18日  至 2018年10月17日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 138, 341, 465円

受取利息 138, 351, 683  
支払利息 △�  10, 218  

（Ｂ）有価証券売買損益 △�  512, 457, 544  
売買益 6, 187, 735  
売買損 △�  518, 645, 279  

（Ｃ）その他費用 △�  7, 003, 911  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △�  381, 119, 990  
（Ｅ）前期繰越損益金 1, 015, 961, 248  
（Ｆ）解約差損益金 △�  318, 593, 109  
（Ｇ）追加信託差損益金 37, 212, 710  
（Ｈ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 353, 460, 859  

次期繰越損益金（Ｈ） 353, 460, 859  
（注 1 ）�解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2 ）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2018年10月17日現在

項　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 1, 585, 875, 587円

コール・ローン等 18, 734, 862  
公社債（評価額） 1, 525, 964, 767  
未収利息 38, 766, 498  
前払費用 2, 409, 460  

（Ｂ）負債 12  
その他未払費用 12  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 1, 585, 875, 575  
元本 1, 232, 414, 716  
次期繰越損益金 353, 460, 859  

（Ｄ）受益権総口数 1, 232, 414, 716口
１ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 12, 868円

＊�期首における元本額は1, 852, 939, 160円、当作成期間中における追加設定元本額
は74, 008, 902円、同解約元本額は694, 533, 346円です。

＊�当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）1, 211, 866, 650円、ダイ
ワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １ 回決算型）20, 548, 066円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は12, 868円です。
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